
合 計 年（度、期
四半期 商 品 販 売 額 サービス ､月) 末 の

FF･日配食品 加工食品 非 食 品 売 上 高 店 舗 数
平成23年 Ⅰ期 2,002,194 1,920,131 652,876 568,191 699,064 82,063 42,412 

Ⅱ 2,124,179 2,039,108 699,278 598,929 740,901 85,071 42,518 

Ⅲ 2,377,575 2,278,901 794,554 668,174 816,173 98,674 42,939

Ⅳ 2,270,756 2,163,693 755,538 616,179 791,976 107,063 43,373 

平成24年 Ⅰ期 2,203,291 2,096,626 740,052 591,562 765,012 106,665 45,753 

Ⅱ 2,333,633 2,225,255 788,177 633,401 803,677 108,378 46,359 

Ⅲ 2,525,053 2,421,407 873,714 706,356 841,337 103,646 47,115

Ⅳ 2,415,211 2,301,095 827,058 657,524 816,513 114,116 47,801 

平成25年 Ⅰ期 2,268,365 2,154,458 779,396 608,237 766,825 113,907 48,406 

Ⅱ 2,431,339 2,309,615 847,719 652,102 809,794 121,724 48,956 

Ⅲ 2,634,038 2,511,384 945,059 721,634 844,691 122,654 49,645

Ⅳ 2,538,674 2,415,922 914,740 669,851 831,331 122,752 50,234 

平成26年 Ⅰ期 2,413,732 2,282,049 852,392 625,258 804,399 131,683 50,820 

Ⅱ 2,557,365 2,432,288 952,961 693,510 785,817 125,077 51,513 

Ⅲ 2,770,937 2,632,008 1,018,055 750,748 863,205 138,929 52,274

Ⅳ 2,681,196 2,544,110 984,206 704,764 855,140 137,086 52,725 

平成27年 Ⅰ期 2,535,126 2,388,893 932,898 663,638 792,357 146,233 53,220 

Ⅱ 2,723,096 2,574,645 1,003,780 729,816 841,049 148,451 53,566 

Ⅲ 2,918,201 2,762,772 1,097,462 792,972 872,338 155,429 54,027

Ⅳ 2,819,227 2,668,459 1,054,804 748,012 865,643 150,768 54,505 

資料：表１,2 経済産業省「商業動態統計月報（平成28年4月分）」
※ 表1 県統計課にて、順位付。
※ 表2 「1店舗当たりの販売額」については、県統計課にて算出、順位付。

「うぅぅ～暑いっ、コンビニ行こっ！」

はいた～い。7月ですね～。とっくに梅雨も明け、毎日暑い日が続いていますが、元気にお

過ごしですか？あまりの暑さに、アイスコーヒー等の冷たい物を飲む機会が増えたという方、

多いのではないでしょうか。最近では、おいしいコーヒーが、コンビニでお安くお手軽に飲め

るようになって、うれしくなっちゃいますよね。

〈統計トピックス〉

表1は、平成28年3月におけるコンビニエン

スストアの都道府県別店舗数です。沖縄県は

全国でみると28位となっています。石を投げ

れば、コンビニに当たるかと思っていました

が、実は、全国からみればとても多いってこ

とでもなさそうです。

表2：コンビニエンスストア販売額等

そこで、今月号では、そんなコンビニエン

スストアについて調べてみることにしました。

（補足）
FF（ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ）及び日配食品：米飯類（寿司、弁当、おにぎり等、ｶｳﾝﾀｰ商材（ｺｰﾋｰ、揚げ物、中華まん等）、ﾊﾟﾝ、調理ﾊﾟﾝ、惣菜、漬物、

野菜、青果、水物（豆腐等）、調理麺、卵、加工肉（ﾊﾑ、ｳｨﾝﾅｰ、ﾍﾞｰｺﾝ等）、牛乳、乳飲料、乳製品（ﾊﾞﾀｰ、
ﾁｰｽﾞ等）、練物（ちくわ、かまぼこ等）、生菓子（ｹｰｷなどの和洋菓子）、ｻﾗﾀﾞ、ﾃﾞｻﾞｰﾄ類（ﾌﾟﾘﾝ、ｾﾞﾘｰ、
ﾖｰｸﾞﾙﾄ等）など

ｻｰﾋﾞｽ売上高：ｺﾋﾟｰ、ﾌｧｸｼﾐﾘ、宅配便、商品券、ｷﾞﾌﾄ券、乗車券、各種ﾁｹｯﾄ、ﾃﾚﾌｫﾝｶｰﾄﾞ、宝くじ、D.P.E、ﾚﾝﾀﾙ、航空券、宿泊券、
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞなど

次に、コンビニエンスストアの年別の商品

販売額をみてみましょう。

表3は、各年四半期毎の販売額等を示した

ものです。各年における第Ⅲ期（7～9月）に

おいて商品販売額がほぼ、全てのカテゴ

リーにおいて高くなっています。

資料：経済産業省「商業動態統計」（長期時系列データ）

実は、このコンビニ、夏に多く利用されてい

る??ということなのでしょうか。

表1：都道府県別店舗数

また、「FF・日配食品」の販売額が、年々着

実に伸びてますね。

（単位：百万円、店）

それでは、次に、販売額を見てみましょう。

表2は、平成28年3月における都道府県別販

売額となっています。販売額を店舗数で除し

て得られた数を1店舗当たりの販売額として

順位付けしてみました。これによれば、わが

沖縄県は13位と、なかなか健闘しています。

沖縄県民は、コンビニでお買い物する機会が

多いのかもしれませんね。

都道府県名 販売額
（百万円/月）

店舗数
（店）

1店舗当たりの
販売額

（百万円/店/月）
順位

福島 17,255 800 21.57 1

東京 136,039 6,933 19.62 2

神奈川 66,324 3,655 18.15 3

福岡 39,119 2,163 18.09 4

千葉 47,190 2,622 18.00 5

栃木 16,098 900 17.89 6

山口 9,657 543 17.78 7

広島 20,133 1,134 17.75 8

宮城 19,948 1,124 17.75 9

熊本 12,329 696 17.71 10

沖縄 9,331 543 17.18 13

（H28.3）

表2：都道府県別販売額等

（H28.3）

都道府県名 店舗数 順位
東京 6,933 1

大阪 3,690 2

神奈川 3,655 3

愛知 3,593 4

北海道 2,881 5

埼玉 2,784 6

千葉 2,622 7

福岡 2,163 8

兵庫 1,919 9

静岡 1,729 10

沖縄 543 28

おいしいスイーツやチキンなどの惣菜類、また、何といっても、淹れたてコーヒーの登場が、その要因とし

て考えられるのではないでしょうか。「低価格なのにおいしい!!」そんな商品が随分と増えた気がします。

さて、今回は、あなたのまちのコンビニエンスストアに焦点をあててみましたが、

いかがでしたでしょうか？ちょっとそこのあなた、早速、コンビニに行きたくなっ

たのではありませんか？

「サービス売上高」についても、年々伸びていることが分かりますね。

最近では、音楽やゲーム、ショッピングサイト等で利用できるプリペイドカードがた

くさんあって、お誕生日やお祝いのギフトとして贈ることも多くなってきてるとか。。

確かに、夏休みもあって何かと利用する機

会が増えそうですが、案外、「暑いっ!!」と、

涼を求め避難したコンビニでついお買い

物ってケース、あるのではないでしょうか。


